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一時管理区域の設定・解除承認願*1
令和　　年　　月　　日

中央管理室長　　　殿                                                    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　　　　　　　　　＊1　
京都大学複合原子力科学研究所原子炉施設保安規定第105条に基づき、下記の通り一時管理区域の設定を承認願います。

1． 設定が必要となった理由＊2（必要に応じて別紙を用いる）
2． 設定の範囲（図面を添付のこと）
3． 設定の予定期間＊3

令和　　年　　月　　日

所　　　　長　殿
　京都大学複合原子力科学研究所原子炉施設保安規定第105条に基づき、当該区域を一時管理区域に設定しましたので報告します。
設定開始日：令和　　年　　月　　日

中央管理室長　印＊4
	確認欄
	放射線取扱主任者　印
	放射線管理部長　　   印

	
	研究炉主任技術者　印
	  臨界装置主任技術者   印



令和　　年　　月　　日
所　　　　長　殿

上記一時管理区域の設定を解除することを承認願います。
設定解除日：令和　　年　　月　　日

中央管理室長　印＊5
	承認欄
	放射線取扱主任者　印
	放射線管理部長　　  印

	
	研究炉主任技術者　印
	   臨界装置主任技術者　印



令和　　年　　月　　日

中央管理室長　殿＊6
上記一時管理区域の設定を解除することを承認します。

所　　　　長　　印

＊1：本書式は一時管理区域の設定を必要とする者が、原則として設定開始の30日以上前（継続の場合も同様）に中央管理室に提出すること。
＊2：「設定理由」以外の目的に使用しないこと。区域が同じであっても、設定理由が変更となった場合あるいは設定理由を追加する場合は別途本様式を提出すること。一時管理区域設定を「設定の予定期間」を越えて継続をする場合には、継続となった理由についても記載すること。
＊3：設定期間は1年以内とする。当初の設定期間も記載すること。

＊4：中央管理室長は事前に放射線取扱主任者及び放射線管理部長と協議の上、所長に報告するとともに、その旨を速やかに所員等に周知すること。また、放射線管理部長が作成した当該区域の放射線管理の方法に関する書類を添付すること。

＊5：中央管理室長は当該区域が管理区域に該当しなくなった場合、放射線取扱主任者及び放射線管理部長の承認を得て、所長に設定の解除を申請すること。また、放射線管理部長が作成した設定を解除するために必要な放射線管理上の書類を添付すること。

＊6：中央管理室長は一時管理区域の設定の解除が承認された場合、その旨を速やかに所員等に周知すること。
